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1 ようせい

　

盛
夏
の
候　

養
正
講
員
、
ま
た
氏
子
崇
敬
者
の

皆
様
に
は
ま
す
ま
す
ご
健
勝
に
て
お
過
ご
し
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
宮
﨑
神
宮
は
、
神
日
本
磐
余
彦
天
皇
、
の
ち

の
人
皇
第
一
代
神
武
天
皇
様
を
主
祭
神
と
し
て
、

ま
た
御
祭
神
の
両
隣
に
御
父
君
鵜
鷀
草
葺
不
合
尊

と
、
御
母
君
玉
依
姫
命
を
合
は
せ
て
お
祀
り
申
し

上
げ
て
を
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
神
武
天
皇
様
は
今

も
な
ほ
、
ご
本
殿
の
奥
深
く
ご
両
親
の
神
に
見
守

ら
れ
て
お
鎮
ま
り
に
な
っ
て
を
ら
れ
る
の
で
す
。

　

申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
我
が
国
の
歴
史
で
は
、

人
皇
第
一
代
神
武
天
皇
様
か
ら
が
人
の
代
で
あ
り
、

そ
の
先
代
で
あ
る
鵜
鷀
草
葺
不
合
尊
と
玉
依
姫
命

の
世
は
神
代
の
最
後
と
い
ふ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
を
考
へ
ま
す
と
、
宮
﨑
神
宮
は
、
神

代
と
人
の
代
と
を
結
ぶ
神
々
を
こ
の
や
う
な
か
た

ち
で
お
祀
り
し
て
ゐ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

こ
に
宮
﨑
神
宮
ご
鎮
座
の
意
義
が
あ
る
と
私
は
考

へ
て
ゐ
ま
す
。
そ
れ
は
我
が
国
が
神
の
国
で
あ
り
、

ま
た
私
た
ち
日
本
人
が
神
々
の
子
孫
で
あ
り
、
ま

た
神
代
か
ら
現
代
ま
で
連
綿
と
続
く
国
史
・
国
柄

を
も
物
語
っ
て
ゐ
る
と
考
へ
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

　

さ
て
、「
養
正
」
の
前
号
で
も
報
告
し
ま
し
た

や
う
に
、
昨
年
十
月
に
は
神
武
東
遷
を
題
材
に
し

た
新
作
能
「
神
武
」
を
宮
﨑
神
宮
本
殿
前
で
奉
納

し
、
五
〇
〇
名
の
方
々
に
「
神
武
建
国
」
の
一
端

を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
年
の
五
月
に
は
、
鵜
戸
神
宮
境
内
に

お
い
て
鵜
鷀
草
葺
不
合
尊
と
そ
の
母
君
豊
玉
姫
命

を
題
材
に
し
た
「
鵜う
の
は羽
」
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

室
町
時
代
か
ら
続
く
世
阿
弥
作
の
古
典
能
で
す
。

鵜
鷀
草
葺
不
合
尊
ご
生
誕
の
地
で
初
め
て
舞
は
れ

た
画
期
的
な
企
画
で
し
た
。
私
も
ご
招
待
を
受
け

て
鑑
賞
し
ま
し
た
が
、
御
祭
神
の
出
生
の
由
来
を

説
き
、
満
珠
、
干
珠
の
玉
を
操
っ
て
潮
の
満
ち
干

を
表
現
し
、
ま
た
豊
玉
姫
の
妖
艶
な
舞
を
通
し
て

御
子
を
残
し
海
神
の
宮
に
帰
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
命
の
悔
し
さ
を
舞
ふ
姿
に
、
魂
が
揺
さ
ぶ
ら
れ

る
思
ひ
が
し
ま
し
た
。

　

こ
の
や
う
に
御
祭
神
や
、
日
本
の
神
々
を
さ
ら

に
理
解
す
る
に
は
、「
記
紀
」
は
も
ち
ろ
ん
古
典

芸
能
を
通
し
て
ま
た
、
音
楽
や
他
の
あ
ら
ゆ
る
方

法
を
も
使
っ
て
、
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
も
で
き
る

と
考
へ
さ
せ
ら
れ
た
の
で
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
暑
い
毎
日
が
続
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
、

お
身
体
お
気
を
付
け
に
な
り
お
過
ご
し
く
だ
さ
い

ま
す
や
う
祈
り
を
り
ま
す
。

　

ま
た
神
武
さ
ま
の
大
前
で
お
会
ひ
致
し
ま
せ
う
。

ご
あ
い
さ
つ

宮
　
司

本

部

雅

裕

紀元二六八四年　令和甲辰六年　初夏

「鵜羽」世阿弥作　鵜戸神宮ゆかりの能
同パンフレットより転載
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令
和
五
年
度
事
業
報
告

▼
祭
典
は
案
内
や
直
会
等
コ
ロ

ナ
禍
以
前
の
形
式
で
斎
行
。
▼

御
神
幸
祭
（
神
武
さ
ま
）
は
瀬

頭
御
旅
所
間
を
往
復
。
両
日

と
も
講
員
約
二
十
名
が
供
奉
。 

▼
総
会
は
神
宮
会
館
に
て
開

催
。
終
了
後
に
宮
司
よ
り
講
話

を
賜
る
。
▼
理
事
会
は
三
回
開

催
。
▼
第
四
十
七
回
皇
居
勤
労

奉
仕
団
は
、
令
和
元
年
以
来

の
奉
仕
（
期
間
は
一
日
短
縮
）。

天
皇
陛
下
よ
り
ご
会
釈
を
賜

る
。
▼
社
報
『
養
正
』
二
回
配

布
。
▼
年
末
よ
り
三
月
末
日
ま 

で
正
月
破
魔
矢
、
神
符
の
授
与
。

令
和
六
年
度
事
業
計
画

▼
四
月
三
日
神
武
天
皇
祭
併
講

社
大
祭
は
、
約
百
十
名
が
参
列
。

神
事
流
鏑
馬
は
雨
天
中
止
。
▼

御
神
幸
祭
は
十
月
二
十
六
・
二

十
七
日
に
大
淀
御
旅
所
往
復

に
て
斎
行
予
定
。
▼
理
事
会
は

三
回
開
催
予
定
。
▼
総
会
は
神

宮
会
館
に
て
開
催
。
総
会
後
に

新
作
能
『
神
武
』
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
。

▼
第
四
十
八
回
皇
居
勤
労
奉
仕

団
は
、
十
一
月
に
派
遣
予
定
。

団
長
は
森
山
福
一
監
事
。
▼
社

報
『
養
正
』
を
二
回
配
布
。
▼

正
月
に
破
魔
矢
、
神
符
を
授
与

予
定
。

役
職
員
新
任

•

理
事　

三
森
政
雄

�

令
和
六
年
五
月
七
日
付

神武養正講社一般会計決算及び予算

科目 令和５年度
決算額

令和６年度
予算額 備考

（歳　入）

諸収入 742,266 921,605

　講費収入 715,765 880,000 講員５区分

　受取利息 1 10 普通預金利息

　雑収入 26,500 41,595 寄附金他

前期繰越 610,626 468,395

歳入計 1,352,892 1,390,000

（歳　出）

講社費 834,497 1,260,000

　事業費 379,259 530,000 神徳宣揚費 他

　会議費 103,956 150,000 総会、理事会費

　本部費 263,842 420,000 奉仕団諸費、通信費他

　御神幸祭費 87,440 130,000 直会費　他

　予備費 0 30,000

式年遷宮積立金支出 50,000 50,000 第63回神宮式年遷宮

次期繰越 468,395 80,000

歳出計 1,352,892 1,390,000

一般会計次期繰越金 積立金会計決算 遷宮積立金会計決算

区分 残高 区分 金額 区分 金額

現金 122,941 受取利息 189 前期繰越 450,015

郵便振替 298,990 前期繰越金 10,878,888 受取利息 4

普通預金 46,464 合　計 10,879,077 繰入金収入 50,000

合　計 468,395 合　計 500,019

令和６年５月７日、川越悦生、森山福一両監事に監査を受けました。

団員募集のお知らせ
例年５月中に、11月奉仕の申請書を宮内庁へ提出致します。但し抽選の
結果により、12月以降に奉仕する場合もありますのでご承知置きください。
参加資格は、75歳以下の神武養正講社講員。（奉仕時に入講でも可）

皇
居
勤
労
奉
仕
は
、
昭
和
二
十
年
五
月
に
空
襲
で
消
失
し
た
宮

殿
の
焼
け
跡
を
整
理
す
る
為
に
、
同
年
十
二
月
に
宮
城
県
内
の

有
志
が
奉
仕
し
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
ゐ
ま
す
。

神
武
養
正
講
社
で
は
、
昭
和
四
十
八
年
に
第
一
回
が
開
催
さ
れ
、

本
年
で
四
十
八
回
目
を
迎
へ
ま
す
。

参
加
希
望
の
方
は
、
宮
﨑
神
宮
ま
で
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

昭
和
天
皇
御
製

　
戦
ひ
に
や
ぶ
れ
し
あ
と
の
い
ま
も
な
ほ

　
民
の
よ
り
き
て
こ
こ
に
草
取
る

皇居勤労奉仕団

昭和天皇より御会釈を賜る団員（昭和55年11月₆日）
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昭
和
天
皇
御
親
拜
回
顧

【
昭
和
改
元
百
年
】

昭和10年11月14日　御先導神尾清澄宮司

「
昭
和
」
と
は
「
書
経
」
の
堯
典
に
あ
る
「
百
姓
昭
明
協
和
万
邦
」
と
い
ふ
語
句
に

も
と
づ
い
て
名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
天
皇
は
御
齢
二
十
五
歳
に
し
て
践
祚
遊
ば
さ
れ
、
歴
代
天
皇
の
中
で
も
最
も

長
く
御
在
位
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
天
皇
と
宮
﨑
神
宮
の
関
係
は
極
め
て
深
く
、
皇
太
子
時
代
を
含
め
て
六
度
の

ご
親
拝
が
あ
り
ま
し
た
。

明
年
昭
和
改
元
百
年
の
節
目
に
迎
ふ
る
に
あ
た
り
、
改
め
て
社
務
日
誌
を
紐
解
き
、

昭
和
期
に
お
け
る
ご
親
拝
の
ご
様
子
に
つ
い
て
転
載
致
し
た
く
存
じ
ま
す
。

�

（
当
時
の
記
載
に
誤
り
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、
そ
の
ま
ま
記
し
た
。）

　
　
　
　

◆ 

・ 

◆ 

・ 

◆ 

・

【
大
正
十
五
年
大
正
天
皇
崩
御
】

　
十
二
月
二
十
五
日

一
、
陛
下
崩
御
ノ
旨
夲
朝
午
前
五
時
縣
ヨ
リ
通
知
ニ
接
ス

一
、
神
前
ヘ
取
敢
ズ
此
旨
小
川
主
典
報
告
ス

一
、
午
前
九
時
ヨ
リ
大
行
天
皇
遙
拝
式
ヲ
行
フ

一
、
午
前
十
二
時
第
四
小
學
校
ニ
於
テ
大
行
天
皇
遙
拝

式
執
行
ノ
旨
申
出
ニ
付
小
川
主
典
岩
切
出
仕
同
校
へ
出

張
奉
仕
ス

一
、
御
詔
書
発
布　

即
日
新
年
号
施
行
サ
ル

　

朕
皇
祖
皇
宗
ノ
威
霊
ニ
頼
リ
大
統
ヲ
承
ケ
萬
機
ヲ
統

ブ
茲
ニ
定
制
ニ
遵
ヒ
元
号
ヲ
建
テ
大
正
十
五
年
十
二
月

二
十
五
日
以
後
ヲ
改
メ
テ
昭
和
元
年
ト
為
ス

　
　

御
名
御
璽

　
　

大
正
十
五
年
十
二
月
二
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

各
大
臣
副
署

一
、
天
機
奉
伺
ノ
為
メ
左
ノ
如
ク
打
電
ス

　
　
　
　
　
　
　

宮
﨑
神
宮
々
司　

横
山
秀
雄

　
　

宮
内
大
臣
一
木
喜
德
郎
宛

　
　
　
　
　
　

案

　
　

先
帝
陛
下
崩
御
被
遊
恐
懼
ノ
到
ニ
不
堪

　
　

謹
テ

　
　

奉
伺

　
　

天
機

　
　

先
帝
陛
下
崩
御
被
遊
恐
懼
ノ
到
ニ
不
堪

　
　

謹
テ

　
　

皇
太
后
陛
下
ノ

　
　

奉
伺

　
　

御
機
嫌

　
　
　
　

◆ 

・ 

◆ 

・ 

◆ 

・

【
昭
和
十
年
陸
軍
特
別
大
演
習
の
砌
】

　
十
一
月
十
四
日
　
木
曜
　
晴

一
、
無
風
好
晴
絶
好
ノ
御
親
拝
日
和
ナ
リ

當
朝
早
天
ヨ
リ
装
飾
弁
備

午
前
七
時
三
十
五
分
祭
員
参
進
、
開
扉
、
献
饌
、
献
幣
、

宮
司
祝
詞
奏
上
ヲ
畢
リ
、
禰
宜
祗
候
諸
員
所
定
ノ
席
ニ

就
キ
、
御
着
輦
ヲ
待
チ
奉
ル

午
前
九
時
六
分
著
御
、
第
一
鳥
居
際
ニ
テ
御
降
車
、
神
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神
尾
宮
司
以
下
ハ
奉
送
ノ
后
、
更
ニ
昇
殿
、
引
キ
續
キ

撤
幣
、
撤
饌
、
閉
扉
ヲ
畢
リ
降
殿
退
下

陛
下
本
日
ノ
御
服
装
ハ
陸
軍
通
常
服
ニ
シ
テ
、
扈
従
セ

ル
モ
ノ
鈴
木
侍
從
長
、
本
庄
侍
從
武
官
長
、
本
夛
行
幸

主
務
官
其
他
ナ
リ

特
別
奉
拜
者
ハ
本
宮
職
員
家
族
、
評
議
員
、
協
議
員
会

員
、
県
内
神
職
等
約
三
百
名
ナ
リ

一
、
神
尾
宮
司
ハ
御
禮
言
上
ノ
タ
メ
行
在
所
ニ
伺
候

　
　

又
、
御
親
謁
拝
観
ノ
タ
メ
同
場
ニ
出
向
セ
ラ
ル

一
、
参
拝
者
員
数
十
九
、
一
一
六
名

　
十
一
月
十
五
日
　
金
曜
　
雨

一
、
神
尾
宮
司
ハ
聖
駕
奉
送
ノ
タ
メ
宮
﨑
駅
出
向

　
十
一
月
十
六
日
　
土
曜
　
晴

一
、
御
還
幸
御
平
安
祈
願
祭　

宮
﨑
県
ノ
依
頼
ニ
ヨ
リ

　
　
　
　

◆ 

・ 

◆ 

・ 

◆ 

・

【
昭
和
二
十
四
年
戦
後
全
国
御
巡
幸
の
砌
】

　
六
月
六
日
　
月
曜
　
曇
後
雨

天
皇
陛
下
御
参
拜
奉
告
祭
斎
行
（
宮
司
以
下
午
前
九
時

半
奉
仕
）

幣
饌
料
大
前
に
御
奉
献
遊
ば
さ
る

午
前
十
一
時
五
十
分
徴
古
館
に
御
到
着
遊
ば
さ
れ
御
晝

食
の
御
後
零
時
三
十
五
分
御
参
拜
遊
ば
さ
る

宮
司
以
下
職
員
一
同
指
折
り
か
そ
え
て
お
待
ち
申
し
上

げ
ま
し
た
今
日
六
日
午
前
十
一
時
五
十
分
頃
（
予
定
よ

り
お
く
れ
ら
れ
て
）
陛
下
の
御
紋
章
輝
く
小
豆
色
の
大

鳳
輦
は
万
歳
の
連
呼
の
う
ち
に
靜
か
に
玉
砂
利
を
滑
っ

て
神
橋
を
渡
り
徴
古
館
西
入
口
に
停
車
せ
り

陛
下
に
は
徴
古
館
に
て
御
晝
食
遊
ば
さ
れ
零
時
三
十
五

分
縣
知
事
の
御
案
内
に
て
御
進
み
遊
ば
さ
れ
授
與
所
前

よ
り
知
事
に
代
り
て
宮
司
の
御
先
導
に
て
拝
所
と
神
門

の
中
央
の
オ
ハ
マ
ユ
カ
に
て
親
し
く
御
拜
禮
遊
ば
さ
る

天
皇
陛
下
を
祖
国
日
向
に
し
か
も
皇
祖
神
武
天
皇
神
鎮

り
坐
す
神
宮
に
御
奉
迎
申
し
上
げ
宮
司
以
下
皆
〳
〵
感

激
の
涙
に
く
る
こ
と
し
ば
し
神
苑
の
樹
々
も
歡
喜
に
し

た
ヽ
る
様
子
色
を
増
し
て
気
付
か
は
れ
し
空
も
さ
わ
や

か
に
見
受
け
ら
れ
た
り　

陛
下
に
は
御
拜
禮
の
後
授
與

所
前
に
て
御
乗
車
手
水
舎
前
に
奉
迎
の
職
員
に
し
た
し

く
御
會
釈
賜
は
り
つ
ヽ
神
苑
に
こ
だ
ま
す
萬
歳
の
聲
に

大
鳳
輦
は
送
ら
れ
て
住
吉
村
へ
と
御
出
発
遊
ば
さ
る

當
日
陛
下
は
背
廣
に
て
御
参
拜
の
為
玉
串
の
御
奉
奠
は

な
し

神
武
養
正
講
社
役
員
並
に
終
身
講
員
特
別
講
員
は
二
の

鳥
居
両
側
に
て
、
職
員
の
家
族
は
社
務
所
前
に
て
御
奉

迎
申
し
上
げ
た
り

宮
司
以
下
職
員
一
同
に
御
煙
草
の
御
下
賜
あ
り
感
激
又

ひ
と
し
ほ
な
り

　
六
月
七
日
　
火
曜
　
雨

一
、
天
皇
陛
下
御
参
拜
奉
告
祭
御
齋
行
に
付
本
日
直
會

を
行
わ
る

　

荒
川
、
有
馬
、
富
永
評
議
員
、
吉
松
縣
建
築
課
主
任
、

湯
浅
、
江
川
、
長
山
各
氏
及
徴
古
館
並
境
内
整
備
清
掃

に
奉
仕
せ
る
一
同
を
招
じ
大
御
稜
威
乃
弥
髙
き
を
虔
奉

し
慶
祝
を
頒
つ
可
く
午
後
五
時
よ
り
宮
司
挨
拶
の
後
貴

賓
室
に
於
て
直
會
を
賜
う

尾
宮
司
、
館
神
社
局
長
、
加
藤
県
學
務
部
長
奉
迎
、
宮

司
ノ
御
先
導
ニ
テ
浄
砂
上
ヲ
御
参
進
、
拜
所
ニ
テ
御
手

水
（
侍
從
奉
仕
）、
御
修
祓
（
大
工
原
主
典
奉
仕
）、
更

ニ
御
参
進
ノ
上
、
御
昇
殿
本
殿
階
下
浜
床
上
ニ
御
止
立
、

宮
司
ノ
奉
ル
御
玉
串
ヲ
鈴
木
侍
從
長
ヲ
経
テ
御
手
ニ
受

ケ
給
ヒ
御
拜
ノ
后
侍
從
長
ヲ
経
テ
宮
司
ニ
授
ク
、
宮
司

拜
受
シ
テ
昇
階
、
奉
奠
シ
テ
降
階
ス
レ
バ
御
拜
ノ
后
宮

司
ノ
御
先
導
ニ
テ
御
退
下
、
第
一
鳥
居
際
ニ
テ
御
乗
車
、

九
時
十
六
分
発
御
遊
バ
サ
ル

皇宮屋御巡覧（昭和10年11月14日）
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幣殿内の様子（昭和33年₄月₉日）

昭和33年₄月₉日　御先導片岡常男宮司

次
、
御
退
下

次
、
宮
司
拜
所
の
外
に
て
御
手
植
（
天
皇
陛
下
皇
太
子

の
御
時
、
皇
后
陛
下
女
王
殿
下
の
御
時
、
大
正
天
皇
皇

太
子
の
御
時
）
及
廿
四
年
行
幸
御
手
播
の
木
御
説
明

次
、
宮
司
神
門
外
に
て
、
義
宮
、
髙
松
宮
、
三
笠
宮

三
殿
下
の
御
手
植
及
特
別
奉
迎
者
御
説
明

次
、
三
の
鳥
居
に
て
御
車
を
召
さ
れ
御
播
種
地
に
向

わ
せ
ら
る

社
務
所
横
よ
り
護
國
神
社
東
の
御
播
種
地
に
お
進
み
、

松
の
種
を
御
手
播
、
御
車
は
再
び
社
務
所
横
よ
り
社

務
所
前
枡
型
、
正
面
参
道
を
御
還
幸

一
、
畏
き
思
召
の
護
國
神
社
へ
の
幣
饌
料
拜
受
の
た

め
宮
司
午
後
四
時
半
御
宿
舎
観
光
ホ
テ
ル
へ
伺
候
、

尚
天
機
奉
伺
の
記
帳
す
（
鵜
戸
神
宮
別
所
宮
司
、
都

農
神
社
井
上
宮
司
同
道
）

一
、
午
後
二
時
一
般
参
拝
者
と
め
ら
る

一
、
境
内
に
て
特
別
奉
迎
送
者
の
受
付

　
　

西
神
苑
及
護
國
神
社
に
設
け
る

一
、
特
別
奉
迎
者

　

１
、
第
二
鳥
居
よ
り
授
与
所
の
間

　

神
宮
責
任
役
員
五
名

　

荒
川
、
日
髙
、
岩
切
、
富
永
、
猪
俣
各
責
任
役
員

　

縣
内
神
職
代
表
二
一
名　

縣
内
総
代
代
表
九
名

　

市
町
村
遺
家
族
代
表
二
百
名

　

２
、
第
二
鳥
居
よ
り
西
参
道
ま
で
の
間

　

地
元
遺
家
族
約
四
百
名

一
、
御
播
種
地
特
別
奉
迎
者
林
業
関
係
三
百
名

　
四
月
十
日
　
木
曜
　
曇

一
、天
皇
皇
后
両
陛
下
御
奉
送
の
為
宮
司
（
高
橋
嘱
託
随
行
）

宮
﨑
駅
へ
出
向
午
後
一
時
三
十
五
分
御
奉
送
申
上
げ
る

　
　
　
　

◆ 

・ 

◆ 

・ 

◆ 

・

【
昭
和
四
十
八
年
全
国
植
樹
祭
御
臨
席
の
砌
】

　
四
月
六
日
　
金
曜
日
　
晴
後
曇

一
、
宮
司
菅
原
禰
宜
随
行
午
後
一
時
半
御
泊
所
に
伺

候
幣
帛
料
並
に
幣
饌
料
を
拝
受　

午
後
三
時
帰
宮

　
四
月
七
日
　
土
曜
日
　
曇

一
、
午
前
九
時
臨
時
大
祭
斎
行　

宮
司
以
下
奉
仕

一
、
天
皇
陛
下
皇
后
陛
下
御
親
拜

思
召
の
御
幣
帛
料
奉
幣
奉
告
祭

御
親
拜
午
前
十
時
十
一
分

先　

両
陛
下
社
務
所
前
三
ノ
鳥
居
に
て
御
下
車

　
　

宮
司
御
先
導

　
　
　
　

◆ 

・ 

◆ 

・ 

◆ 

・

【
昭
和
三
十
三
年
全
国
植
樹
祭（
大
分
県
）御
臨
席
の
砌
】

　
四
月
九
日
　
水
曜
　
曇

一
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
御
親
拜
奉
告
祭　

　
　
　

午
前
十
一
時　

思
召
の
幣
帛
料
奉
奠

御
親
拜　

午
後
三
時
二
十
分

先
、
両
陛
下
社
務
所
前
三
ノ
鳥
居
に
て
御
下
車

　
　

宮
司
御
先
導

次
、
拜
所
に
て
御
手
水
の
儀
（
女
官
奉
仕
）

次
、
御
祓
の
儀
（
清
水
・
菅
原
両
権
禰
宜
）

次
、
御
昇
殿
御
着
座

次
、
天
皇
陛
下
玉
串
を
奉
り
て
御
拜
礼

次
、
皇
后
陛
下
玉
串
を
奉
り
て
御
拜
礼
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昭和48年₄月₆日 御先導甲斐武教宮司 御奉迎の様子（昭和48年₄月₆日）

次　

御
祓
の
儀
（
渡
部
禰
宜
津
田
権
禰
宜
）

次　

御
昇
殿
、
御
着
座

次　

天
皇
陛
下
御
玉
串
を
奉
り
て
御
拜
礼

次　

皇
后
陛
下
御
玉
串
を
奉
り
て
御
拜
礼

次　

御
退
下

次　

宮
司
退
下
中
、
御
手
植

　
　

�

天
皇
陛
下
皇
太
子
御
時
皇
后
陛
下
女
王
殿
下
の

御
時
大
正
天
皇
、
皇
太
子
の
御
時
及
二
十
四
年

行
幸
御
手
播
の
木
御
説
明
に
皇
后
陛
下
大
木
く

な
っ
て
と
宮
司
に
御
言
語
有
り

次　

天
皇
陛
下
皇
后
陛
下
日
の
丸
の
旗
を
持
萬
歳
有
り

一
、
畏
き
思
召
の
宮
崎
県
護
國
神
社
へ
の
幣
饌
料
有

　
　

�

天
皇
陛
下
皇
后
陛
下
御
親
拜
有
り　

宮
司
御
送

申
し
上
げ
る

一
、
特
別
奉
迎
者

１
、
神
門
内

　
　

神
宮
責
任
役
員
、
県
議
会
議
員
、
神
宮
総
代

　
　

講
社
、
宮
崎
県
神
社
庁
、
神
青
会
、

　
　

神
宮
敬
神
婦
人
会
、
氏
子
青
年
会

一
、
準
特
別
奉
迎
者

２
、
神
門
外

　
　

県
内
敬
神
婦
人
会
市
内
老
人
会
一
般
奉
迎
者

　
　

五
、
〇
〇
〇
名
の
人
波

一
、
記
念
植
樹
樅
二
本
宮
司
以
下
職
員
神
門
内
へ

　
　
　
　

◆ 

・ 

◆ 

・ 

◆ 

・

【
昭
和
五
十
四
年
宮
崎
国
体
御
臨
席
の
砌
】

　
十
月
十
三
日
　
土
曜
　
晴

一
、
天
皇
陛
下
御
親
拜

　
　
　

行
幸
安
全
祈
願
祭
（
小
祭
）
午
前
九
時

�

宮
司
以
下
奉
仕

　
　
　

�

御
親
拜
奉
告
祭
（
大
祭
）
午
後
二
時　

宮
司

以
下
奉
仕

　
　
　
　
　

思
召
の
幣
帛
料
・
神
饌
料
奉
奠

　
　
　

御
親
拜　

午
後
二
時
四
十
四
分

　
　

先　

天
皇
陛
下
授
与
所
前
に
て
御
下
車

　
　
　
　
　
　

宮
司
御
先
導

　
　

次　

拝
所
に
て
御
祓
い
の
儀

　
　

次　

�

幣
殿
木
階
下
に
て
天
皇
陛
下
玉
串
を
奉
り

て
御
拝
礼

　
　

次　

御
退
下

　
　
　
　

�

特
別
奉
迎
者
の
万
才
三
唱
の
内
に
御
退
下

さ
れ
授
与
所
前
に
て
御
乘
車
平
和
台
公
園

に
向
わ
せ
ら
る

一
、
午
後
二
時
一
般
参
拝
者
と
め
ら
る

一
、
授
与
所
前
に
特
別
奉
迎
者
受
付
所
設
け
る

一
、
特
別
奉
迎
者

　

１
、
神
門
内
西
斎
庭

　
　
　

神
宮
役
員
総
代
・
県
内
神
職
・
崇
敬
者

　

２
、
神
門
外
西
斎
庭

　
　
　

敬
婦
人
会
・
氏
子
青
年
・
遺
族
ブ
ラ
ジ
ル
県
人
会

　

３
、
授
与
所
前

　
　
　

神
宮
職
員
並
家
族

附
記
（『
養
正
』
昭
和
五
十
五
年
一
月
一
日
号
よ
り
）

行
幸
を
記
念
し
第
二
鳥
居
改
築
（
昭
和
五
十
四
年
九

月
十
二
日
竣
工
）

※
以
前
の
鳥
居
は
昭
和
十
五
年
紀
元
二
千
六
百
年
を

奉
祝
し
て
福
岡
日
日
新
聞
社
が
奉
献
し
た
も
の
で
あ

る
。
老
朽
化
に
よ
り
改
築
さ
れ
、
之
を
削
っ
て
末
社

入
口
の
赤
鳥
居
に
改
築
し
た
。
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みいづを仰ぐ 令和６年１月～６月

◆ 

祭
典
・
奉
納
行
事

一
月　
　

一
日　

歳
旦
祭　

夕
御
饌
始
祭　

氏
子
青
年
会
新
春
禊

　
　
　
　
　
　
　

新
春
奉
納
揮
毫
作
品
展
（
三
九
七
点
）
於
徴
古
館
（
十
五
日
迄
）

　
　
　
　

二
日　

大
御
饌
祭　

新
春
奉
納
芸
能

　
　
　
　

三
日　

元
始
祭　

新
春
奉
納
芸
能

　
　
　
　

七
日　

昭
和
天
皇
祭
遙
拝

　
　
　
　

八
日　

元
服
式
（
烏
帽
子
親　

小
山
田
敏
氏
・
元
服
者
五
名
）

　
　
　
　
　
　
　

成
人
祭　

第
五
十
二
回
新
春
奉
納
揮
毫
作
品
展
表
彰
式
於
社
務
所

二
月　
　

一
日　

宮
崎
空
港
ビ
ル
五
所
稲
荷
神
社
初
午
祭

　
　
　
　

三
日　

節
分
祭　

追
儺
行
事

　
　
　
　

六
日　

Ｍ
Ｒ
Ｔ
五
所
稲
荷
神
社
初
午
祭

　
　
　

十
一
日　

紀
元
祭　

垣
内
煌
覇
氏
奉
納
揮
毫

　
　
　
　
　
　
　

奉
祝
式
典
（
日
本
会
議
主
催
）　

紀
元
祭
奉
祝
四
半
的
大
会

　
　
　
　
　
　
　

第
四
十
八
回
建
国
記
念
の
日
奉
祝
市
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　
　
　

十
七
日　

祈
年
祭　

御
稲
種
頒
種
行
事

　
　
　

十
八
日　

摂
末
社
祈
年
祭

二
月
二
十
三
日　

天
長
祭

　
　
　
　
　
　
　

摂
社
破
魔
矢
祭
（
旧
正
月
十
四
日
）

三
月　

十
九
日　

末
社
初
午
祭
（
旧
二
月
初
午
）

　
　
　

二
十
日　

春
季
皇
霊
祭
遙
拝　

春
分
祭

　
　

二
十
五
日　

宮
崎
空
港
ビ
ル
五
所
稲
荷
神
社
例
祭

四
月　
　

二
日　

神
事
流
鏑
馬
川
原
祓
の
儀　

　
　
　
　

三
日　

�

神
武
天
皇
祭
遙
拝　

神
武
天
皇
祭
併
神
武
養
正
講
社
大
祭

神
事
流
鏑
馬　

※
雨
天
に
よ
り
中
止

　
　

二
十
九
日　

昭
和
祭

五
月　

十
四
日　

御
衣
祭
（
市
呉
服
商
有
志
協
力　

御
衣
司　

宮
下
英
泰
氏
）

六
月　
　

二
日　

献
茶
祭
（
県
茶
商
連
合
会
協
力　

献
茶
司　

田
村
秀
悟
氏
）

　
　
　
　

八
日　

御
田
植
祭　

於
御
神
田
（
田
長　

秦
安
廣
氏
）

　
　

二
十
一
日　

天
皇
皇
后
両
陛
下
英
吉
利
国
御
渡
航
行
幸
啓
安
泰
祈
願
祭

　
　
　

三
十
日　

天
皇
皇
后
両
陛
下
英
吉
利
国
御
渡
航
還
幸
啓
奉
告
祭

　
　
　
　
　
　
　

古
神
符
焼
納
祭　

夏
越
大
祓　

茅
の
輪
く
ぐ
り
神
事

※
毎
月　

三
日　

月
次
祭
（
一
・
四
月
を
除
く
）

　

毎
月
十
五
日　

講
社
月
次
祭

ＭＲＴセンター五所稲荷神社

昭和５９年９月１日、㈱宮崎放送現社屋（宮崎市橘通）
が建設されました。これに先立つ８月３０日には当宮
末社五所稲荷神社を分祀、社屋屋上にＭＲＴセンター
五所稲荷神社としてお祀りされました。
爾来、例祭をはじめとして、ご祭神に所縁ある初午の
日付近には初午祭及び毎月の月次祭を、関係者ご参列
のもと欠かすことなく執り行ってゐます。
なほ、本年は御鎮座より40年の節目にあたります。

すこやか鯉のぼり幣

５月５日は男の子の健やかな成長と幸せを願ふ端午の
節句です。当宮ではゴールデンウィーク期間中ご社殿
前に鯉のぼりを飾り、新たに「すこやか鯉のぼり幣」
を授与（初穂300円）致しました。
イラストには思い思いの色を塗っていた
だき、ふたつとない色鮮やかな鯉のぼり
に喜ばれてゐるお子様の姿が見受けられ
ました。



8 ようせい

宮童委嘱奉告祭（₅月26日）／毎朝夕の御日供祭神饌を、講員宅から
当宮まで届けていただく子供たちを宮童（きゅうどう）といひます。
80年以上の歴史があり、本年は39名にご奉仕いただきます。

◆ 

正
式
参
拝
・
団
体
祈
願
等 

◆

【
令
和
五
年
十
二
月
】
一
日
バ
ッ
グ
の
あ
つ
た
安
全
祈

願
▼
五
日
浪
打
八
幡
宮
名
社
巡
り
参
拝
団
正
式
参
拝
▼

六
日
霧
島
神
宮
前
通
り
会
正
式
参
拝
▼
七
日
九
州
畳
組

合
連
合
会
畳
奉
納
奉
告
祭
▼
十
七
日
日
本
青
年
会
議
所

褒
賞
委
員
会
事
業
成
功
祈
願
▼
十
九
日
大
峰
蛇
之
倉
七

尾
山
正
式
参
拝
▼
二
十
七
日
宮
崎
大
宮
高
等
学
校
美
術

部
正
式
参
拝
※
干
支
絵
馬
奉
納

【
令
和
六
年
一
月
】
一
日
宮
﨑
神
宮
氏
子
青
年
会
正
式

参
拝
▼
二
日
神
事
流
鏑
馬
射
手
稽
古
始
正
式
参
拝
／
宮

崎
青
年
会
議
所
太
鼓
同
好
会
正
式
参
拝
※
奉
納
芸
能
／

宮
崎
藤
星
会
正
式
参
拝
※
奉
納
芸
能
▼
三
日
秋
月
会
・

清
流
会
正
式
参
拝
※
奉
納
芸
能
▼
六
日
宮
崎
青
年
会
議

所
団
体
厄
祓
▼
十
日
宮
崎
労
働
基
準
協
会
産
業
安
全
祈

願
祭
▼
十
八
日
宮
崎
県
神
社
庁
正
式
参
拝
※
初
任
神
職

研
修
会
▼
十
九
日
日
南
市
観
光
ス
ポ
ー
ツ
課
ク
ル
ー
ズ

船
招
到
前
視
察
参
拝
▼
二
十
日
岩
田
賢
士
氏
御
一
行
団

体
古
稀
祈
願
／
皇
統
を
守
る
国
民
連
合
の
会
正
式
参
拝

▼
二
十
三
日
皇
學
館
大
学
正
式
参
拝
▼
二
十
六
日
Ｐ
Ｏ

Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｔ
日
本
韓
国
支
社
長
視
察
正
式
参
拝
▼
三
十
一

日
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
必
勝
祈
願
▼
年
頭
参
拝
二
二
三

社
（
一
日
～
三
十
一
日
）

【
二
月
】
三
日
読
売
巨
人
軍
フ
ァ
ン
受
験
生
合
格
祈
願

祭
▼
四
日
垣
内
煌
覇
氏
正
式
参
拝
※
奉
祝
書
奉
納
▼
七

日
東
建
協
力
会
安
全
祈
願
▼
十
三
日
新
生
テ
ク
ノ
ス
工

事
安
全
祈
願
▼
十
六
日
三
共
サ
ー
ビ
ス
宮
崎
事
業
所
安

全
祈
願
▼
十
七
日
易
選
流
協
会
・
那
由
多
一
同
正
式
参

拝
▼
二
十
日
國
學
院
大
學
硬
式
野
球
部
正
式
参
拝

【
三
月
】
一
日
宮
崎
市
消
防
団
防
火
祈
願
祭
／
宮
崎
サ

ン
シ
ャ
イ
ン
ズ
必
勝
祈
願
／
ガ
イ
ア
ー
ト
安
全
祈
願
▼

八
日
Ｔ
Ｄ
Ｙ
リ
モ
デ
ル
セ
ー
ル
正
式
参
拝
▼
十
三
日
Ｊ

Ａ
宮
崎
中
央
マ
ン
ゴ
ー
部
会
マ
ン
ゴ
ー
初
出
荷
奉
告
祭

▼
十
七
日
龍
玉
の
会
正
式
参
拝
※
勾
玉
奉
納
▼
二
十
三

日 

宮
﨑
神
宮
宮
童
卒
業
･
進
級
式
▼
二
十
六
日
宮
崎
県

去
る
一
月
一
日
に
能
登
半
島
に
て
発
生
し
た
大
地
震
と

そ
れ
に
続
く
余
震
に
よ
り
、
石
川
県
を
は
じ
め
北
陸
地

区
に
甚
大
な
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
一
日
も
早
い
復

興
を
願
ひ
、
神
社
本
庁
で
は
被
災
し
た
神
社
が
速
や
か

な
る
災
害
復
旧
に
対
応
で
き
る
や
う
全
国
神
社
等
に
篤

志
を
募
り
、
当
宮
で
も
社
頭
に
て
義
捐
金
を
募
集
致
し

ま
し
た
。

【
期　

間
】　

一
月
二
十
七
日
～
三
月
十
四
日

【
金　

額
】　

七
一
八
、
五
一
二
円　

義
捐
金
は
被
災
神
社
庁
を
通
じ
て
各
神
社
へ
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。
ご
協
力
賜
り
ま
し
た
皆
様
に
衷
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

茶
協
同
組
合
安
全
祈
願
▼
二
十
九
日
全
国
共
済
農
業
協

同
組
合
連
合
会
目
標
達
成
祈
願
祭

【
四
月
】
一
日
宮
崎
県
農
業
協
同
組
合
社
運
隆
昌
祈
願

／
テ
レ
ビ
宮
崎
社
運
隆
昌
祈
願
／
宮
崎
太
陽
銀
行
社
運

隆
昌
祈
願
／
テ
レ
ビ
宮
崎
商
事
社
運
隆
昌
祈
願
／
か
え

る
社
内
安
全
祈
願
／
ぬ
る
ま
湯
と
情
熱
の
間
社
運
隆
昌

祈
願
／
九
州
エ
ナ
ジ
ー
社
運
隆
昌
祈
願
／
佐
土
原
サ
ニ

タ
リ
ー
社
運
隆
昌
祈
願
／
ユ
ク
シ
オ
グ
ル
ー
プ
九
州
支

店
社
内
安
全
祈
願
／
シ
ス
テ
ム
開
発
安
全
祈
願
／
宮
崎

電
子
機
器
社
運
隆
昌
祈
願
▼
六
日
リ
ク
リ
ア
商
売
繁
盛

祈
願
▼
八
日
建
設
サ
ー
ビ
ス
安
全
祈
願
／
イ
チ
ケ
ン
工

事
安
全
祈
願
▼
十
一
日
木
下
サ
ー
カ
ス
事
務
所
開
き
／

宮
﨑
神
宮
敬
神
婦
人
会
正
式
参
拝
※
定
例
総
会
／
宮
崎

商
工
会
議
所
青
年
部
事
業
安
全
成
功
祈
願
／
イ
チ
ケ
ン

工
事
安
全
祈
願
▼
十
二
日
ゆ
げ
レ
デ
ィ
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク

安
全
祈
願
▼
十
四
日
右
松
た
か
ひ
ろ
後
援
会
祈
願
▼
十

八
日 

宮
崎
県
神
道
青
年
会
正
式
参
拝
※
定
例
総
会
▼
二

十
日
新
田
家
銀
婚
式
▼
二
十
四
日
宮
崎
県
神
社
庁
宮
崎

市
支
部
正
式
参
拝
※
通
常
総
会

【
五
月
】
八
日
鎮
西
大
社
諏
訪
神
社
正
式
参
拝
▼
十
日 

宮
交
グ
ル
ー
プ
創
立
記
念
奉
告
祭
／
Ｊ
Ａ
宮
崎
経
済
連

安
全
祈
願
▼
十
五
日
後
藤
祐
基
氏
・
章
樹
屋
本
舗
献
灯

奉
告
祭
▼
十
七
日
鎮
西
大
社
諏
訪
神
社
正
式
参
拝
▼
二

十
六
日
宮
﨑
神
宮
宮
童
委
嘱
奉
告
祭
併
奉
仕
安
全
祈
願

祭
▼
二
十
九
日
山
梨
県
神
社
庁
正
式
参
拝
▼
三
十
日
イ

ン
ス
パ
イ
ア
安
全
祈
願

ご社殿前の鯉のぼり

◆ 

能
登
半
島
地
震
義
捐
金
御
礼

みいづを仰ぐ 令和₅年12月～令和₆年₅月
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＂献 

詠 

短 

歌＂

　「
宮
﨑
神
宮
献
詠
短
歌
会
」
は
、
昭

和
十
六
年
三
月
に
発
足
し
ま
し
た
。

爾
来
八
十
有
余
年
の
長
き
に
亘
り
、

三
十
一
文
字
に
思
ひ
を
込
め
て
献
歌

し
て
き
ま
し
た
。

■ 

令
和
五
年
被
表
彰
者

　

成
績
優
秀
者
に
対
し
、
選
者
よ
り

推
薦
を
受
け
て
表
彰
を
行
ひ
ま
し
た
。

　
　
　

宮
﨑
神
宮
賞　

河
野　

公
俊

　
　
　

選　

者　

賞　

牧　
　
　

忍

■ 

献
詠
募
集
　
選
者
　
小
池
　
洋
子

　

ハ
ガ
キ
に
楷
書
で
丁
寧
に
一
首
と 

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、 

宮
﨑
神
宮
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

※
令
和
六
年
兼
題

　

七
月　

根　
　
　

八
月　

風

　

九
月　

み
か
ん　

十
月　

旅

十
一
月　

種　
　

十
二
月　

書

　

※
毎
月
五
日
締
切

　

※�

選
考
結
果
は
毎
月
末
に
応
募
者

宛
に
お
送
り
致
し
ま
す
。

■ 

問
ひ
合
は
せ
先

　

宮
﨑
神
宮
献
詠
短
歌
会
事
務
局

　

電
話
〇
九
八
五
（
二
七
）
四
〇
〇
四

�

担
当　

須
田　

出
光　

河
野

■ 

令
和
五
年
十
二
月
　
兼
題
「
歩
」

天
　

�

灯
さ
れ
し
参
道
歩
け
ば
閉
殿
の
太
鼓
の

音
の
低
く
響
け
り

�

宮
崎
市　

須
田　

明
典

地
　

�

千
歳
飴
手
に
持
ち
歩
く
幼
児
は
皆
誇
ら

し
げ
動
画
に
撮
ら
る

�

宮
崎
市　

松
元　

由
茉

人
　

�
今
と
な
り
元
気
に
育
つ
吾
子
な
れ
ど
最

初
の
一
歩
の
記
憶
我
な
し

�

宮
崎
市　

出
光　

弘
忠

秀
逸

　

�

検
診
日
日
傘
か
た
む
け
二
十
分
老
い
て

歩
け
る
幸
せ
と
せ
む

�

宮
崎
市　

和
田　

洋
子

　

�

伸
び
の
び
の
終
活
い
よ
い
よ
迫
ら
る
る

夫
と
歩
み
来
し
六
十
二
年
の

�

宮
崎
市　

鐘
ヶ
江
和
貴

佳
作

　

�

霜
の
朝
思
い
出
さ
れ
る
農
作
業
幼
き
頃

の
麦
踏
み
の
一
歩

�

宮
崎
市　

梅
﨑　

辰
實

　

人
生
の
歩
み
と
め
れ
ば
追
ひ
こ
さ
る　

　
「
水
戸
黄
門
」
の
歌
を
忘
れ
じ

�

日
南
市　

黒
岩　

昭
彦

■ 

令
和
六
年
二
月
　
兼
題
「
道
」

天
　

�

途
切
れ
な
く
カ
メ
ラ
居
並
ぶ
参
道
に
巨

人
選
手
を
吾
れ
導
け
り

�

宮
崎
市　

出
光　

弘
忠

地
　

�

道
の
辺
の
わ
れ
に
会
釈
し
通
り
過
ぐ
耕

運
機
に
乘
る
老
い
た
る
人
が

�

宮
崎
市　

小
松　

京
子

人
　

�

年
明
け
の
能
登
半
島
に
地
震
ふ
れ
て
道

と
い
ふ
道
龍
の
背
の
如

�

宮
崎
市　

本
部　

雅
裕

秀
逸

　

�

鵜
戸
さ
ん
の
道
中
唄
は
春
ら
ん
ま
ん

「
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
」鈴
お
と
花
嫁
の
ゆ
く

�

日
南
市　

黒
岩　

昭
彦

　

�

慣
れ
し
道
白
き
息
吐
き
渡
り
終
へ
半
ズ

ボ
ン
の
児
挨
拶
清
し

�

宮
崎
市　

河
野　

公
俊

佳
作

　

�

娘
の
住
ま
ふ
中
山
道
の
高
宮
宿
ら
ふ
そ

く
屋
あ
り
ち
や
う
ち
ん
屋
あ
り

�

豊
島
区　

野
田　

香
織

　

�

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
続
け
て
き
て
二
十

年
色
あ
せ
て
綻
び
し
道
具
入
れ
を
繕
ふ

�

宮
崎
市　

甲
斐
嘉
一
郎

　

�

君
の
行
く
道
の
長
手
に
幸
あ
れ
と
別
れ

の
盃
を
高
く
か
か
げ
り

�

宮
崎
市　

須
田　

明
典

■ 

令
和
六
年
一
月
　
兼
題
「
夢
」

天
　

�

夢
な
か
ば
戦
に
斃
れ
し
御
霊
偲
び
ひ
む

か
ひ
の
塔
に
真
清
水
供
ふ

�

宮
崎
市　

本
部　

雅
裕

地
　

�

年
始
め
え
く
ぼ
浮
か
べ
る
寝
顔
の
吾
子

楽
し
い
夢
を
見
て
い
る
の
か
な

�

宮
崎
市　

寺
澤　

亮
太

人
　

�

初
夢
を
見
た
記
憶
な
し
徹
夜
明
け
の
正

月
過
ご
す
巫
女
我
な
れ
ば

�

宮
崎
市　

戸
髙
美
紗
妃

秀
逸

　

�

幼
な
名
で
呼
び
会
い
し
友
皆
逝
き
ぬ
夢

で
も
い
い
よ
姿
見
せ
て
よ

�

宮
崎
市　

和
田　

洋
子

　

�

巫
女
と
し
て
眠
気
と
闘
ひ
奉
仕
す
る
家

族
と
過
ご
す
正
月
夢
み
て

�

宮
崎
市　

河
野
杏
実
果

佳
作

　
�

妻
と
子
と
語
り
し
夢
は
た
だ
一
つ
デ
ィ

ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
へ
再
度
行
き
た
し

　
　
　
　
　
　
　

宮
崎
市　

出
光　

弘
忠

　

�

命
乞
ひ
せ
し
日
の
あ
り
し
わ
が
夫
の
卒

寿
を
祝
ふ
夢
の
ご
と
し
も

�
宮
崎
市　

黒
木
和
貴
子
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■ 

令
和
六
年
四
月
　
兼
題
「
師
」　

天
　

�

シ
シ
狩
り
を
終
へ
し
猟
師
は
山
神
に
感

謝
の
こ
と
ば
訥
々
と
宣
ぶ

�

日
南
市　

黒
岩　

昭
彦

地
　

�

毎
月
の
歌
の
批
評
に
師
の
思
ひ
込
め
ら

れ
た
る
を
読
み
と
り
行
か
む

�

宮
崎
市　

須
田　

明
典

人
　

�

人
生
で
一
番
の
師
と
仰
ぎ
し
は
取
り
も

直
さ
ず
父
母
な
り
と
思
ふ

�

宮
崎
市　

松
久　

寅
雄

秀
逸

　

�

セ
ピ
ア
色
の
卆
業
写
真
に
見
る
教
師
戦

後
間
も
な
き
軍
服
姿

�
宮
崎
市　

小
松　

京
子

　

�

師
の
君
の
五
十
年
経
て
も
掛
か
り
く
る

電
話
の
声
は「
が
ん
ば
っ
ち
ょ
る
ね
」と

�

宮
崎
市　

本
部　

雅
裕

佳
作

　

�

人
並
に
反
抗
時
期
を
や
り
合
ひ
し
息
子

は
大
学
に
師
と
呼
ば
れ
ゐ
る

�

宮
崎
市　

鐘
ヶ
江
和
貴

　

�

初
め
て
の
師
の
手
ほ
ど
き
の
農
作
業
収

穫
の
野
菜
は
自
慢
の
た
ね
に

�

南
九
州
市　

赤
坂
よ
し
子

　

�

音
楽
の
教
師
を
め
ざ
す
吾
が
孫
の
奏
で

る
ピ
ア
ノ
目
を
と
じ
て
聞
く

�

宮
崎
市　

黒
木
和
貴
子

■ 

令
和
六
年
三
月
　
兼
題
「
山
」　

天
　

�

山
里
に
求
め
し
芍
薬
咲
く
を
待
ち
夫
へ

写
メ
ー
ル
す
固
き
つ
ぼ
み
を　

�
宮
崎
市　

冨
満　

恭
子

地
　

�

山
な
り
の
打
球
必
ず
ア
ウ
ト
と
は
限
ら

な
い
走
れ
走
れ
走
れ

�

文
京
区　

遠
藤　

玲
奈

人
　

�

山
積
み
の
夫
の
洗
ひ
物
抱
へ
つ
つ
病
院

出
づ
れ
ば
陽
の
あ
た
た
か
し

�

宮
崎
市　

黒
木　

和
子

秀
逸

　

�

ゆ
ふ
ぐ
れ
の
厨
に
ひ
と
り
山
鳩
の
啼
く

を
聞
き
を
り
母
の
命
日

�

宮
崎
市　

黒
木
和
貴
子

　

�

頂
き
を
目
指
し
て
登
る
韓
国
岳
サ
ッ

カ
ー
仲
間
と
声
掛
け
あ
い
て

�

宮
崎
市　

寺
澤　

亮
太

佳
作

　

�

ぼ
ろ
い
し
と
耳
に
親
し
き
山
の
名
の
漢

字
表
記
を
こ
の
ご
ろ
知
り
ぬ

�

　

豊
島
区　

野
田　

香
織

　

�

戦
後
の
ふ
る
さ
と
の
山
に
分
け
入
り
て

従
兄
と
野
兎
追
ひ
し
日
は
る
か

�

　

宮
崎
市　

小
松　

京
子

　

�

ど
ん
な
時
も
変
ら
ず
在
す
尾
鈴
山
白
髪

に
な
り
て
な
ほ
故
郷
を
恋
ふ

�

宮
崎
市　

鐘
ヶ
江
和
貴

■ 

令
和
六
年
五
月
　
兼
題
「
牛
」

天
　

�

祖
父
の
後
継
ぎ
て
牛
飼
ふ
乙
女
子
の
迷

ひ
な
き
笑
顔
ま
ぶ
し
く
見
た
り

�

宮
崎
市　

鐘
ヶ
江
和
貴

地
　

�

口
蹄
疫
の
無
念
を
秘
め
て
励
む
友
け
ふ

は
仔
牛
の
生
ま
る
を
告
げ
来

�

宮
崎
市　

黒
木
和
貴
子

人
　

�

歩
行
器
の
外
れ
し
夫
は
ひ
た
進
む
牛
歩

の
ご
と
く
遅
く
は
あ
れ
ど

�

宮
崎
市　

黒
木　

和
子

秀
逸

　

�

息
子
の
友
が「
高
値
で
牛
が
売
れ
た
か
ら
」 

と
吾
に
買
ひ
呉
る
る
自
販
機
の
茶
を

�

宮
崎
市　

黒
木
ふ
さ
を

　

�

信
号
に
停
ま
る
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
に
は

牛
が
数
頭
不
安
げ
に
鳴
く

�

宮
崎
市　

和
田　

洋
子

佳
作

　

�

門
口
に
消
石
灰
の
撒
か
れ
し
は
牛
飼
ふ

家
か
疫
禍
経
て
な
ほ

�

宮
崎
市　

須
田　

明
典

　
�

走
る
先
阿
蘇
の
大
地
は
緑
燃
ゆ
目
に
と

び
込
む
や
赤
牛
の
群
れ

�

宮
崎
市　

鈴
木
ク
ニ
子

　

�

残
業
を
終
へ
て
帰
宅
の
車
中
に
コ
ー

ヒ
ー
牛
乳
ゴ
ク
リ
と
飲
み
ぬ

�
宮
崎
市　

松
元　

由
茉

【
社
内
辞
令
】

　

課
長
を
命
ず
る

　
　

祭
儀
課
長　

禰
宜�

石
塚　

和
也

　
　

営
繕
課
長　

権
禰
宜�

馬
乘
園
貴
稔

　
　

教
化
広
報
課
長

　
　
　
　
　
　
　

権
禰
宜�

串
間　

慶
士

　
　

財
務
課
長　

権
禰
宜�

出
光　

弘
忠

　
　

�

（
各
通
二
月
一
日
）

　
　
　
　
　
　
　

禰
宜�

日
髙　

憲
司

�

用
務
員　

松
元
久
美
子

　
　

定
年
に
依
り
そ
の
職
を
免
ず
る

�

（
各
通
三
月
三
十
一
日
）

　
　
　
　
　
　
　

巫
女�

松
元　

由
茉

　
　

願
い
に
依
り
そ
の
職
を
免
ず
る

�

（
三
月
三
十
一
日
）

　
　
　
　
　
　
　

嘱
託�

須
田　

明
典

　
　

財
務
課
勤
務
を
命
ず
る

�

中
武
み
な
み

　
　

巫
女
見
習
を
命
ず
る

�

松
元
久
美
子

　
　

用
務
員
を
命
ず
る

�

（
各
通
四
月
一
日
）

　
　
　
　
　
　
　

巫
女�

髙
野
嵯
也
香

　
　
　
　
　
　
　

衛
士
長�

宮
崎
昭
治
郎

　
　

願
い
に
依
り
そ
の
職
を
免
ず
る

�

（
各
通
四
月
三
十
日
）

　
　
　
　
　
　

巫
女
見
習�

中
武
み
な
み

　
　

巫
女
を
命
ず
る

　
　
　
　
　
　
　

巫
女�

八
色　
　

南

　
　

財
務
課
勤
務
を
命
ず
る

　
　
　
　
　
　
　

衛
士�

横
山　
　

大

　
　

衛
士
長
を
命
ず
る

�

（
各
通
五
月
一
日
）

�

小
玉　

寿
美

　
　

用
務
員
見
習
を
命
ず
る

�

（
五
月
十
五
日
）

◆ 

職
員
動
向

令
和
六
年
一
月
か
ら

令
和
六
年
五
月
ま
で



過
日
表
参
道
入
口
江
平
町
に
在
る
一
ノ
鳥
居
は
白

蟻
の
被
害
甚
だ
し
き
模
様
な
る
を
以
て
之
を
駆
除

す
べ
く
一
部
銅
板
を
剥
き
た
る
所
、
内
部
の
杉
材

は
全
く
腐
朽
し
東
方
の
柱
は
殊
に
甚
し
く
危
険
こ

の
上
も
な
い
状
態
に
あ
る
の
で
、
萬
一
の
事
を
慮

り
取
敢
へ
ず
之
を
撤
去
す
る
事
に
決
定
、
縣
の
許

可
を
得
て
六
月
十
八
日
工
事
に
か
ゝ
り
十
九
日
未

明
つ
ひ
に
こ
れ
を
撤
去
し
た
。
右
鳥
居
は
明
治
四

十
年
、
神
武
天
皇
御
降
誕
大
祭
會
の
事
業
と
し
て

美
事
な
る
狭
野
杉
を
以
て
建
設
せ
ら
れ
其
後
銅
板

包
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
爾
来
三
十
餘
年
宮
崎
市

の
一
偉
観
と
し
て
市
民
に
日
夕
親
し
ま
れ
て
来
た

の
で
あ
る
。
因
に
同
所
は
場
所
柄
早
速
鳥
居
を
復

旧
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
所
な
の
で
、
縣
當
局
と
も
協
議
、

唯
今
計
画
中
で
あ
る
。
尚
二
ノ
鳥
居
三
ノ
鳥
居
も

相
當
白
蟻
の
害
あ
り
、
近
く
改
築
せ
ね
ば
な
ら
ぬ

状
態
に
な
っ
て
居
る
。

　
　
　
　（
社
報
『
美
あ
か
し
』

�

昭
和
十
三
年
七
月
一
日
発
行
よ
り
）

紀元 2684 年

令和６年　初夏号

Vol.163

昭和14年₆月₄日の様子。同年₇月₃日に竣工奉告祭が執り行はれました。

改
築
五
十
周
年

上
記
の
鳥
居
は
、
昭
和
十
三
年
夏
撤
去

以
来
貝
島
太
市
氏
建
設
費
奉
納
に
よ
り

鋭
意
工
事
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
支
那

事
変
下
鉄
筋
銅
板
の
統
制
等
に
よ
り

意
の
如
く
進
ま
ず
難
渋
を
重
ね
つ
つ
も
、

昭
和
十
四
年
六
月
二
十
五
日
竣
成
、
そ

の
偉
容
を
復
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
急
速
な
道
路

の
拡
張
と
交
通
量
の
激
増
に
よ
り
、
交

通
の
障
害
と
な
り
ま
し
た
。
昭
和
四
十

八
年
国
道
十
号
線
の
拡
張
に
伴
ひ
、
約

三
十
米
程
神
宮
側
に
移
動
、
改
築
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

新
た
な
鳥
居
は
、
昭
和
四
十
八
年
十
二

月
竣
工
、
神
明
造
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

製
銅
板
巻
で
、
巾
十
二
、
五
米
、
高
さ

一
五
、
七
五
米
柱
の
中
径
一
、
二
三
米

笠
木
の
長
さ
二
〇
米
と
従
来
よ
り
大
き

く
改
築
さ
れ
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

今
後
も
当
宮
は
も
と
よ
り
、
宮
崎
の
一

偉
観
と
し
て
広
く
親
し
ま
れ
ゆ
く
こ
と

を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

大
鳥
居
改
修
工
事
は
か
ど
る
を
朝
な
朝
な
に
見
て
出
勤
す

宮
﨑
神
宮
一
ノ
鳥
居
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